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だ。コレクションには一億五五〇〇万点を超え 資料が り 世界最大の図書館となっている。二三〇〇万冊を超える図書、六八〇〇万枚の手稿、一三〇〇万枚の写
真、五〇〇万枚の地図、一六〇〇万点のマイクロ資料、およびデジタル電子資料など、そ 他の形式の資料が数百万点にものぼる。●歴史　
ＬＣはワシントンに新築された





ずれた。米国における著作権の登録・寄託業務の全てがＬＣに一元化されたのである。米国著作権局は今日に至るまでＬＣの一部として残されている。この変化 よってはＬＣのコレクションは大幅増加した。一八九〇年代なかばまで蔵書七四万冊とプリント資料（ポスター・写真など） 、地図、および手稿が議会議事堂内にある一六のホールと書庫に分散して収蔵されていた。そうした状況を受けてＬＣの建物が建設され、一八九七年に開館、後にジェファーソン・ビルとして知られるよ になるのである。この建物は一五〇年
間は、ＬＣのニーズに対応可能であると考えられていた。しかし、蔵書は急速に増え続けた。一九三〇年代までに 中庭に追加の書庫が設けられ、建物の一翼が増築されたが、さらに大きなスペースが必要となった。一九三八年、別館が当初の建物の裏に開館した。その時点で蔵書は六 〇万冊に増えていた。　
別館の開館からちょうど二〇年















































含まれる。この取り組みに役立てるため、ＬＣは予め定められた一連の仕様に従って資料をＬＣに提供する契約（アプルーバル・プランと呼ぶ）を世界中の書籍販売業者と締結している。さらに、ＬＣはコレクション資料を収集するために現地拠点が欠かせない地域に、六つの海外事務所を置 ている。これはＬＣのためだけでなく、数十の他の学術研究図書館との協力に基づいている。海外事務所は、ナイロビ（ケニア） 、カイロ（エジプト） 、イスラマバード（パキスタン） 、ニューデリー（インド） 、ジャカルタ（インドネシア） 、リオデジャネイロ（ブラジル）に設けられている。　
ＬＣは世界中の数千の機関と継





































数の資料が毎開館日に届く こうした資料は、レコメンディング・オフィサーが受入れを推薦したものではない。例えば、著作権局の資料の大半や、図書館 依頼していない数多くの寄贈資料が毎日受領される。このような依頼していない資料は調査され、受入決定される必要があ ＬＣの三つの部局、つまり、著作権局、ＡＢＡおよび司法図書館のスタッフがこうした調査の責任を担う。
●収集について　
開館日ごとに様々な形式の約一









































データセット等々、ＬＣがデジタルの世界へ移行しつつあると う現実の一方で、従来 形式で受入られる資料の量は依然として膨大なものだ。実際に米国で出版される印刷媒体の図書 過去数年にわたって大幅に増加している。二〇一二会計年度だけ も五一万一二四冊の図書と製本雑誌がＬＣの蔵書に加わった。ＬＣの既存の収蔵スペースは既に満杯であり、フォート・ミード施設に新たな書庫を設けるため 利用できる財源は、現状ではない。従って、コレクション 一部で収蔵計画の変更案が求められている。ＬＣは国立公文書館と提携し 同館で利用可能な収蔵スペースを使用している。さらにＬＣは、収蔵スペースや、他に共同の取組みを具体的に提供しうる米国政府外の機関と連携の可能性を検討している。　
蔵書構築の面では、スペースを
再利用するための大規模な取りみが進行中だ。ＬＣには研究論文の重複本が二〇〇万冊近くある。こうした「特別重複本」は 利用
者ニーズに確実かつ最大限に応えるべく、過去数十年間蔵書とされていた。しかし、現在この種の重複本の利用はほとんどなく、何マイルもの貴重な書架スペースを塞いでいる。その め ＬＣは大量の余分な重 を売却する手続きを始めており、新着図書のためのスペースが生まれつつあ 。　
ＬＣが直面する最大の課題は、
受入資料のなかで比重が高まるデジタル資料に対応するため 長期にわたる避け難い転換期を乗 切ることだ。ＬＣはどん デジタル資料を収集し、保存すべき を決定しなければならず、これにはその資料を将来 って維持し、利用できるようにすることも含まれる。これは、一定期間コンテンツのアクセス権を購入する電子資料の定期購読とは別物である。ＬＣはデジタル資料 収集に関しては飛躍的進歩を遂げてきたが、なすべき新規事業はまだまだ多い。ＬＣのデジタル・ディポジトリ事業は部分的に構築され、機能しいるが、そうした統合システムの大半を今後さらに発展させなけばならない。　
ＬＣは一〇年以上にわたり、
ウェブからデジタル・コンテンツ
を収集し保存している。どのウェブサイトを取り入れ、保存するかの決定は、引き続き懸案となっている。インターネット上では六億以上も ウェブサイトが運営されていると言われる。そのうちのいくつが収書方針に適合し、将来の研究者のためにＬＣが保存すべか。どれを保存すべきか。時間とともに変更されないサイトなどないに等しい。サイトはどの程度の頻度で保存されるべきか。ウェブサイトを取り入れて保存するにはＬＣの経費が嵩むと うことも忘れてはならな 。これ 加えて、ＬＣは常に 運営 ている個人、企業、および組織の権利に配慮しなけ ばならないのだ。　
これまでのところ、ＬＣは約二
万二〇〇〇のサイトを保存しており、これは四七五テラバイト、つまり八〇億の個別ファ ルに相当する。莫大な数だが、全ウェブサイトのほんの一部分に過ぎない。どうしたらＬＣは十分仕事を ていると確信できる か。　
ウェブサイトはデジタル・コン
テンツの一例に過ぎない。ＬＣは以下のようなあらゆる形式のデジタル・コンテンツの収集を評価し、それに対する計画を立案する
必要がある。　
●電子書籍
　
●電子定期刊行物
　
●データベース
　
●
 データセット、地理空間データを含む
　
●
 オープンアク ス資料（特にＰＤＦ）
　
●
 デジタルイメージ（静止画と動画）
　
●デジタル録音された音
　
ＬＣは過去二世紀にわたって築
き上げてきた膨大な冊子体コレクションを引き続き維持し、保存し、利用できるようにする一方で、デジタルライブラリーを進化させ続けなければならない。これを達成するには何年も要する。しかし、ＬＣはこのデジタルライブラリーが未来の情報空間においも極めて有用かつ価値ある存在であり続けるために、この転換期をうまく乗り越えなければなら い。（JosephP
uccio
／
???????
コレクション・ディベロップメント・オフィサー）
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